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region
アズマツメクサ Tillaea aquatica L. は北海道から本州の低湿地に分布する一年草とされている（Ohba
2001）。近年になって，九州，四国地方からも自生していることが記録されるようになった（熊本県希少野生
動植物検討委員会 1998； 徳島県版レッドデータブック掲載種選定作業委員会 2001； 鹿児島県環境生活部環
境保護課 2003； 初島 2004）。関東地方においては，茨城県を除く各都県で分布していることが知られている
（群馬県植物誌改訂版編集委員会 1987； 伊藤 1998； 東京都環境保全局自然保護部 1998 a； 神奈川県植物
誌調査会 2001； 千葉県史料研究財団 2003； 栃木県自然環境調査研究会植物部会 2003）がその産地は限ら
れているようである。茨城県においては生育記録および採集された標本は知られておらず，今回茨城県県南部
の常総市の菅生沼畔および牛久市の牛久沼畔の 2か所で生育を確認したのでここに報告する（Fig.1）。
菅生沼畔の自生地は 2005年 5月に初めて確認された。2006年 7月までにはおよそ 10 m2程度の範囲に生





月に初めて確認された。2007年 5月においては園内の湿地のおよそ 250 m2の範囲に生育しているのが確認
された。この自生地は 2005年 4月から牛久市からの委託を受け，NPO法人うしく里山の会が管理を行って
Fig. 1. Tillaea aquatica L. in the Ushiku-kanko-ayame garden at Lake Ushiku-numa, Ibaraki Pref．
（May 28, 2007）.









（群馬県環境生活部自然環境課 2001）で絶滅危惧 I類，神奈川県（高桑他 2006）で絶滅危惧 IA類，埼玉県（埼











Fig. 2. Habitat condition of Tillaea aquatica L. on the floodplain in Sugao Marsh, Ibaraki Pref.（July 7,
2007）.
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